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はじめに
わたしたちのすむ庄内町は、豊

ゆた
かな自

し
然
ぜん
に恵まれ、大きな災

さい
害
がい
に見まわれることも少ない、たいへ

ん暮
く
らしやすい町だといえるでしょう。しかし、むかしからそうだったわけではありません。

庄内町を南北に流れる立
たち
谷
や
沢
ざわ
川
がわ
は、全国でも有数の水のきれいな川として知られています。しか

し、立谷沢川のみなもとである月
がっ
山
さん
は、もろい火山性の地

ち
層
そう
でできています。そのため、大雨のたび

に上流の地層はしん食されて下流に土
ど
砂
しゃ
が運ばれ、その土砂が原因で田畑や家がうまったり、川の

水があふれたりする災害が、むかしから何度も起きていました。また、立谷沢川が運んできた土砂

は最
も
上
がみ
川
がわ
に流れこむため、最上川でも川の水があふれて庄内平野の田畑や家が被

ひ
害
がい
を受けたり、川

にたまった土砂で、古くからさかんだった舟
ふね
の交通がさまたげられたりすることも、たびたびあり

ました。

現
げん
在
ざい
は、上流や下流でさまざまな防災工事が行われたため、大きな災害はほとんど起きなくなり

ました。しかし、危
き
険
けん
は今も完

かん
全
ぜん
になくなったわけではありません。最

さい
近
きん
は、今までなかったよう

な大雨が降
ふ
ることが増

ふ
えています。また、大きな地

じ
震
しん
が起きることも考えられます。ですから自然

災害への備
そな
えは、これからも忘

わす
れることはできません。

自然災害に備えるには、自分たちが住む地
ち
域
いき
で、どのような災害がどうやって起きるのかを知り、

どうすれば災害から身をまもることができるかを、ふだんから考えておくことが大切です。この「庄

内町　わたしたちの防
ぼう
災
さい
ブック」は、そのための参

さん
考
こう
資
し
料
りょう
としてつくられた、防災学習副

ふく
読
どく
本
ほん
です。


